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地域を志向する人材の輩出とその受け皿づくりを行
い、若者の地域定着率向上を目的に、岡山県内の２９の事
業協働機関が連携して、「教育改革」「域学連携」「産学
連携」を3本柱に「地域で学び地域で未来を拓く‘生き活
きおかやま’人材育成事業」に取り組んでいます。本格的
なCOC＋事業開始から２年。これまでの実績と文部科学
省の中間評価等を踏まえ、地域社会で生き活きと活躍で
きる若者の育成とその受け入れ戦略について考えます。

11：45~　受付開始
12：00~　ポスターセッション１（402会議室）
13：00~　開会挨拶 （辻英明岡山県立大学長・COC+事業代表者）
13：10~　中間評価説明 （佐藤洋一郎県立大学地域共同研究機構長）
13：20~14：30　基調講演 
 「地方創生における大学の役割と取組、社会が求める大学の人材育成」
　松村直樹 株式会社リアセック代表取締役 
14：35~15：10　ポスターセッション２（402会議室）
15：15~17：00　事例発表およびパネルディスカッション
15：15~16：15　事例発表
○講演：岡山一郎（山陽新聞社編集局編集委員室長）（20分）
　山陽新聞特集「Lの時代へ　歪みを超えて」 80回連載を終えて

○事例発表（40分）
 １ 教育改革 副専攻「岡山創生学」地域協働演習（県立大学学生）
 ２ 域学連携（県立大学学生）
 ３ 域学連携・産学連携
 　 （総社市・片山工業株式会社・県立大学の健康増進施策推進連携協定事業）
 　 （片山工業株式会社社員）
 ４ 産学連携
 　 （低価格米粉製造法により製造された米粉を活用したカレールーの開発：県立大学学生）　
 ５  COC事業
 　 （妹尾護倉敷芸術科学大学学外連携センター所長・教授）
 ６ 地方創生に取り組む団体
 　 （藤井智晴ＮＰＯエリア・イノベーション代表）
 ７ 地域で活躍する地域おこし協力隊
 　 （森石雅行備前市地域おこし協力隊員）
16：15~16：55　パネルディスカッション
 テーマ「Lの時代を推進する人間力とは？
 　　　～信頼と連携の地域社会を求めて～」
 パ ネリスト　事例発表者
 コメンテーター　岡山一郎（山陽新聞社編集局編集委員室長）
 コーディネーター　沖陽子（県立大学副学長・COC+事業責任者）
16：55~17：00　閉会挨拶（沖陽子副学長）
17：30~19：30　情報交換会（402会議室）
 　　　　　　　 会費3,000円 ※当日徴収いたします

地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC＋）
「地域で学び地域で未来を拓く‘生き活きおかやま’人材育成事業」

入場無料
当日参加可

定員 300名

主催 おかやま COC+推進協議会（代表：岡山県立大学）

日時

場所

2018年2月２１日水
岡山県医師会館三木記念ホール
および４０２会議室

プログラム

事業協働機関

12：00 ～ 17：00

岡山大学、岡山理科大学、ノートルダム清心女子大学、就実大学、山陽学園大学、吉備国際大学（COC既採択校）、倉敷芸術科学大学（COC
既採択校）、くらしき作陽大学（COC既採択校）
岡山県、総社市、笠岡市、備前市、真庭市、岡山市、倉敷市、高梁市
岡山県経済団体連絡協議会、岡山県商工会議所連合会、岡山県経営者協会、一般社団法人岡山経済同友会、岡山県中小企業団体中央
会、岡山県商工会連合会、岡山県産業振興財団、中国銀行、トマト銀行、岡山経済研究所、山陽新聞社、岡山ＮＰＯセンター

（COC+参加校）

（参加自治体）
（参加企業等）
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○COC+事業
　・副専攻「岡山創生学」おかやまボランティア演習・地域協働演習での取組
　・域学連携　　地域連携事業、連携４市での取組
○COC+参加大学の取組：ノートルダム清心女子大学
○COC事業の取組
　（吉備国際大学・倉敷芸術科学大学・くらしき作陽大学）

情報交換会の出欠

出・欠

出・欠

出・欠

岡山県医師会館（岡山県岡山市北区駅元町19番2号）
※JR岡山駅中央改札口から徒歩約３分（リットシティビル2階に歩道橋あり）
※車でお越しの際は、近隣の有料駐車場を御利用ください。

アクセス

ポスターセッション

基調講演　講師プロフィール

株式会社リアセック
代表取締役

松村直樹

1963年石川県生まれ。88年筑波大学大学院環境科学
研究科修了（専攻は都市交通）。同年（株）リクルート入
社。求人情報誌の企画、事業部・関連会社の統合・再編、
新規事業の企画・立案などの業務を担当した後、97年よ
りキャリアアセスメント（R-CAP）の開発に従事。以降ア
セスメント開発・キャリア教育の事業化に従事。06年リ
クルートよりキャリアアセスメント・キャリア教育に関す
る事業を継承して起業、（株）リアセック設立。同社取締
役COOに就任。2011年5月より同社代表取締役CEO。
2012年学校法人河合塾と共同し、基礎力測定テスト
「PROG」を開発。
主な著書は、「新キャリア開発支援論―AI時代のキャリ
ア自律に向けて」（共著）学事出版、「PROG白書 2016　
現代社会をタフに生き抜く新しい学力の育成と評価―
2020年大学入試改革を見すえて―」（共著）学事出版、な
ど。専門はキャリアアセスメント・キャリア教育。

「Ｌの時代へ～歪みを超えて～」
　Ｌの時代は山陽新聞が特集として、2017年1月1日から6月24日までの
間、80回連載したものです。
　一極集中の歪みを超え、地域の暮らしの足元から持続可能な新たな社
会を構築していく－。私たちはそんな近未来を、ローカルの頭文字をとっ
て「Ｌの時代」と名付け、岡山の動きを中心に地域の在り方を探ってきた。
　風土に根差したものは、土地から離れて成立せず、他のもので代替さ
れない強みがある。徹底して地元資源を生かし、経済や環境面での地域
循環を強める。地域へのこだわりを持つ人材も次々に育てていく。思い描
くのはこんな力強い地域である。（エピローグより抜粋）

FAX申込用紙FAX申込用紙

岡山県医師会館岡山県医師会館

申込締切
・シンポジウムのみに参加される方　　2月20日㈫12：00
・情報交換会に参加される方　　　　  2月15日㈭


